
(57)【要約】

【課題】軸ずれによる曲げ応力発生を抑制でき、高圧化

にためのシール性向上が効率的に図れる継手構造を備え

た高圧燃料噴射管を提供する。

【解決手段】内燃機関の燃料噴射装置１００に高圧燃料

を導くための継手構造を有する高圧燃料噴射管１であっ

て、燃料噴射装置１００に螺合可能な袋ナット１０と、

袋ナット１０内に係止可能に挿通され、燃料噴射装置１

００の円錐面状の接続対象１０２に接続可能な先端部２

２とを備え、先端部２２には、袋ナット１０内に当接自

在な略球面２２ｂｃを有する係止部２２ｂが設けられて

いる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 に 高 圧 燃 料 を 導 く た め の 継 手 構 造 を 有 す る 高 圧 燃 料 噴 射 管 で あ っ
て 、
前 記 燃 料 噴 射 装 置 に 螺 合 可 能 な 袋 ナ ッ ト と 、 前 記 袋 ナ ッ ト 内 に 係 止 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記
燃 料 噴 射 装 置 の 円 錐 面 状 の 接 続 対 象 に 接 続 可 能 な 先 端 部 と を 備 え 、
前 記 先 端 部 に は 、 前 記 袋 ナ ッ ト 内 に 当 接 自 在 な 略 球 面 を 有 す る 係 止 部 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 高 圧 燃 料 噴 射 管 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 先 端 部 は 、 前 記 接 続 対 象 に 当 接 可 能 な 略 半 球 体 部 と 、 前 記 係 止 部 と を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 略 半 球 体 部 と 前 記 係 止 部 は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 。
【 請 求 項 ４ 】
内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 に 高 圧 燃 料 を 導 く た め の 継 手 構 造 を 有 す る 高 圧 燃 料 噴 射 管 で あ っ
て 、 前 記 燃 料 噴 射 装 置 に 螺 合 可 能 な 袋 ナ ッ ト と 、 前 記 袋 ナ ッ ト 内 に 係 止 可 能 に 挿 通 さ れ 、
前 記 燃 料 噴 射 装 置 の 円 錐 面 状 の 接 続 対 象 に 接 続 可 能 な 先 端 部 と を 備 え 、
前 記 先 端 部 は 、 前 記 接 続 対 象 に 当 接 可 能 な 略 球 体 部 と 、 前 記 略 球 体 部 に 嵌 合 可 能 な 座 金 部
を 有 し て お り 、 前 記 座 金 部 は 、 前 記 袋 ナ ッ ト 内 に 当 接 自 在 な 略 半 球 面 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 高 圧 燃 料 噴 射 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 車 両 用 デ ィ ー ゼ ル 機 関 等 の 高 圧 燃 料 系 を 繋 ぐ 高 圧 燃 料 噴 射 管 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
高 圧 燃 料 噴 射 管 と し て は 、 例 え ば デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 各 気 筒 に 設 け ら れ 、 そ の 気 筒 の 燃 焼 室
に 高 圧 燃 料 を 噴 射 供 給 す る 燃 料 噴 射 弁 と 、 燃 料 を 圧 送 す る 高 圧 ポ ン プ と に 嵌 装 さ れ 、 高 圧
燃 料 を 導 く た め の 燃 料 経 路 を 形 成 す る も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 種 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 は 、
燃 料 噴 射 弁 あ る い は 高 圧 ポ ン プ 等 の 燃 料 噴 射 装 置 に 螺 着 可 能 な 袋 ナ ッ ト ３ １ ０ と 、 袋 ナ ッ
ト の 内 部 に 挿 通 さ れ 、 袋 ナ ッ ト の 螺 合 に よ り 接 続 対 象 に 接 続 す る 先 端 部 ３ ２ ２ を 有 す る 噴
射 鋼 管 と か ら な る 。 こ の 袋 ナ ッ ト と 先 端 部 の 構 造 、 つ ま り 接 続 対 象 に 気 密 に 連 結 す る た め
の 継 手 構 造 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｄ ３ ６ ０ ７ ） 等 に よ り 推 奨 さ れ る 部 材 構 造 を 備 え て
い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ３ ２ ２ と し て は 、 円 錐 面 状 の 接 続 対 象 １ ０ ２ に 気 密 に 接 触 可 能
な シ ー ル 部 ３ ２ ２ ａ と 、 螺 合 に よ る 締 付 軸 力 に よ っ て シ ー ル 部 ３ ２ ２ ａ を 接 続 対 象 １ ０ ２
へ 押 圧 す る よ う に 、 袋 ナ ッ ト ３ １ ０ と 連 結 可 能 な 座 金 部 ３ ２ ２ ｂ と か ら な る 。 こ の シ ー ル
部 ３ ２ ２ ａ の 形 状 は 、 略 半 球 体 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 座 金 部 ３ ２ ２ ｂ は 、 袋 ナ ッ ト ３ １ ０
内 と 略 面 接 触 可 能 に な っ て お り 、 平 面 を 有 す る 段 差 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
な お 、 噴 射 鋼 管 は 、 内 部 に あ る 高 圧 燃 料 に 耐 え ら れ る よ う に 高 剛 性 を 備 え て い る 。 こ の た
め 、 噴 射 鋼 管 と し て 、 燃 料 噴 射 装 置 の 接 続 要 素 間 の 配 置 位 置 に 応 じ て 直 管 を 曲 げ 加 工 し た
も の が 、 一 般 的 に こ の 継 手 構 造 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 技 術 に よ る 継 手 構 造 で は 、 噴 射 鋼 管 の 両 先 端 部 の う ち 、 一 方 の 先 端 部 が 接 続 要 素 側 に
袋 ナ ッ ト の ね じ 締 付 に よ っ て 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、 他 方 の 先 端 部 の 中 心 軸 と 、 そ の 他
方 の 先 端 部 に 対 応 す る 接 続 要 素 側 の 接 続 対 象 の 円 錐 面 の 中 心 軸 と が 、 袋 ナ ッ ト の ね じ 遊 び
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以 上 に 軸 ず れ （ 軸 ず れ を 例 え ば 角 度 で 表 す と 、 図 ３ （ ａ ） の ず れ 角 度 α ） を 生 じ て し ま う
場 合 が あ る 。 こ の と き 、 他 方 の 先 端 部 お よ び 接 続 要 素 側 を 袋 ナ ッ ト の ね じ 締 付 に よ っ て 結
合 さ せ よ う と す る と 、 袋 ナ ッ ト と 面 接 触 す る 座 金 面 に 倣 う 形 で 軸 ず れ の 矯 正 が な さ れ 、 結
果 と し て 、 噴 射 鋼 管 に 曲 げ 応 力 を 生 じ さ せ 、 接 続 要 素 側 つ ま り 燃 料 噴 射 装 置 の 部 品 に 、 偏
荷 重 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
な お 、 両 先 端 部 を そ れ ぞ れ 接 続 要 素 側 に 袋 ナ ッ ト の ね じ 仮 組 み を 行 な う 場 合 で あ っ て も 、
最 終 的 に は 例 え ば 他 方 の 先 端 部 の ね じ 固 定 を 行 な う 直 前 で は 、 一 方 の 先 端 部 の ね じ 固 定 を
済 ま せ て お く 必 要 が あ る の で 、 同 様 の 軸 ず れ を 生 じ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 先 端 部 の 中 心 軸 と 接 続 対 象 の 中 心 軸 の 軸 ず れ が 、 袋 ナ ッ ト の ね じ 遊 び 以 上 の 軸 ず れ
が あ る 状 態 で 、 袋 ナ ッ ト を 接 続 要 素 側 に ね じ 固 定 し よ う と す る と 、 袋 ナ ッ ト の ネ ジ 遊 び の
範 囲 で 袋 ナ ッ ト が 傾 い た 姿 勢 （ 図 ３ （ ｂ ） の ず れ 角 β ） で 接 続 要 素 側 に ね じ 締 付 け さ れ る
。 こ の 結 果 、 締 付 け に よ り 生 じ る 軸 力 の 方 向 と 、 接 続 対 象 の 円 錐 面 の 中 心 軸 と に ず れ （ 図
３ （ ｂ ） の ず れ 角 β ） が 生 じ る 。 こ の た め 、 先 端 部 と 円 錐 面 と が 接 触 す る シ ー ル 面 の 面 圧
が 周 方 向 に 沿 っ て 不 均 一 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 し た が っ て そ の 目 的 は 、 軸 ず
れ に よ る 曲 げ 応 力 発 生 を 抑 制 で き 、 高 圧 化 の た め の シ ー ル 性 向 上 が 効 率 的 に 図 れ る 継 手 構
造 を 備 え た 高 圧 燃 料 噴 射 管 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 に 高 圧 燃 料 を 導 く た め の 継 手 構 造 を
有 す る 高 圧 燃 料 噴 射 管 で あ っ て 、 燃 料 噴 射 装 置 に 螺 合 可 能 な 袋 ナ ッ ト と 、 袋 ナ ッ ト 内 に 係
止 可 能 に 挿 通 さ れ 、 燃 料 噴 射 装 置 の 円 錐 面 状 の 接 続 対 象 に 接 続 可 能 な 先 端 部 と を 備 え 、 先
端 部 に は 、 袋 ナ ッ ト 内 に 当 接 自 在 な 略 球 面 を 有 す る 係 止 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 袋 ナ ッ ト 内 に 係 止 す る 先 端 部 の 係 止 部 の 形 状 が 略 球 面 と な っ て い る の で 、 先
端 部 の 中 心 軸 の 傾 き を 維 持 し た ま ま 、 袋 ナ ッ ト と の 係 止 姿 勢 を 自 在 に で き 、 従 っ て 袋 ナ ッ
ト を 燃 料 噴 射 装 置 へ 螺 合 す る こ と が 容 易 で あ る 。 し た が っ て 、 接 続 対 象 と 先 端 部 の 軸 ず れ
に よ っ て 生 じ る 曲 げ 応 力 発 生 の 抑 制 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 従 来 構 成 で は 、 先 端 部 の 中 心 軸 と 接 続 対 象 の 中 心 軸 の 軸 ず れ が 、 螺 合 の 際 に 許 容
さ れ る 袋 ナ ッ ト の 傾 き 、 い わ ゆ る ね じ 遊 び 以 上 の 軸 ず れ が あ る 状 態 で あ る 場 合 、 袋 ナ ッ ト
の ネ ジ 遊 び の 範 囲 で 袋 ナ ッ ト が 傾 い た 姿 勢 で 接 続 要 素 に ね じ 締 付 け さ れ て い た 。 こ れ に 対
し て 、 本 発 明 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 で は 、 先 端 部 の 中 心 軸 の 傾 き に 関 係 な く 、 先 端 部 の 係 止 部
の 略 球 面 の 形 状 に 沿 っ て 、 袋 ナ ッ ト の 姿 勢 、 つ ま り 締 付 け に よ り 生 じ る 軸 力 の 方 向 を 、 接
続 対 象 の 円 錐 面 の 中 心 軸 に ず れ な く 、 締 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の 結 果 、 先 端 部 と 接
続 対 象 と が 接 触 す る シ ー ル 面 の 面 圧 を 均 一 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に よ れ ば 、 先 端 部 は 、 接 続 対 象 に 当 接 可 能 な 略 半 球 体 部 と 、 係 止 部 と を
備 え て い る 。 こ れ に よ り 、 係 止 部 は 、 少 な く と も 一 部 に 略 球 面 を 有 す る 場 合 に 限 ら ず 、 略
半 球 面 を 有 す る も の と し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に よ れ ば 、 略 半 球 体 部 と 係 止 部 は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 例 え ば 略 半 球 体 部 の 球 面 と 係 止 部 の 球 面 を 同 一 寸 法 に す る こ と で 同 時 加 工 を 行 な っ て
、 製 造 工 程 の 短 縮 を 図 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 に 高 圧 燃 料 を 導 く た め の 継 手 構 造 を
有 す る 高 圧 燃 料 噴 射 管 で あ っ て 、 燃 料 噴 射 装 置 に 螺 合 可 能 な 袋 ナ ッ ト と 、 袋 ナ ッ ト 内 に 係
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止 可 能 に 挿 通 さ れ 、 燃 料 噴 射 装 置 の 円 錐 面 状 の 接 続 対 象 に 接 続 可 能 な 先 端 部 と を 備 え 、 先
端 部 は 、 接 続 対 象 に 当 接 可 能 な 略 球 体 部 と 、 略 球 体 部 に 嵌 合 可 能 な 座 金 部 を 有 し て お り 、
座 金 部 に は 、 袋 ナ ッ ト 内 に 当 接 自 在 な 略 半 球 面 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に よ り 、 接 続 対 象 に 接 触 す る シ ー ル 部 で あ る 略 球 体 部 と 、 袋 ナ ッ ト と の 係 止 姿 勢 を 自
在 に す る 略 球 面 を 備 え た 座 金 部 と を 別 部 材 と す る の で 、 そ れ ぞ れ の 機 能 に 合 せ た 加 工 方 法
で 製 造 す る こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 を 、 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 に 高 圧 燃 料 を 導 く 高 圧 燃 料 噴 射 管 に
適 用 し て 、 具 体 化 し た 実 施 形 態 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 高 圧 燃 料
噴 射 管 の 構 成 を 表 す 部 分 的 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
高 圧 燃 料 噴 射 管 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 袋 ナ ッ ト １ ０ と 、 袋 ナ ッ ト １ ０ に 係 止 可 能 に 挿
通 さ れ る 高 圧 パ イ プ ２ ０ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 高 圧 燃 料 噴 射 管 １ は 、 燃 料 噴 射 装 置
と 燃 料 噴 射 装 置 の 間 を 繋 い で 、 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 に 高 圧 燃 料 を 導 く た め の 高 圧 燃 料
経 路 を 形 成 す る 。 な お 、 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ ０ と し て は 、 図 示 し な い デ ィ ー ゼ ル 機 関 等 の 内
燃 機 関 の 燃 焼 室 に 燃 料 を 噴 射 す る 燃 料 噴 射 弁 、 燃 料 タ ン ク か ら 汲 み 上 げ た 燃 料 を 吐 出 す る
燃 料 噴 射 ポ ン プ 等 の 高 圧 ポ ン プ 、 あ る い は 高 圧 ポ ン プ か ら 吐 出 さ れ た 高 圧 燃 料 を 蓄 圧 す る
コ モ ン レ ー ル 等 で あ っ て 、 内 燃 機 関 へ 高 圧 燃 料 を 供 給 す る も の で あ れ ば 、 い ず れ の 装 置 で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 実 施 形 態 で は 、 高 圧 燃 料 噴 射 管 １ に よ り 高 圧 燃 料 を 導 く 燃 料 噴 射 装 置 と し て は 、
一 方 を 燃 料 噴 射 弁 、 他 方 を 高 圧 ポ ン プ と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
袋 ナ ッ ト １ ０ は 、 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ ０ に 螺 合 可 能 な ね じ 部 １ ０ ａ と 、 高 圧 パ イ プ ２ ０ を 挿
通 可 能 な 孔 １ ０ ｂ と を 含 ん で 構 成 さ れ る 周 知 の 袋 ナ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
高 圧 パ イ プ （ 以 下 、 噴 射 鋼 管 と 呼 ぶ ） ２ ０ は 、 内 部 に 高 圧 燃 料 を 導 く 燃 料 通 路 を 有 す る 鋼
管 ２ １ と 、 そ の 鋼 管 ２ １ の 両 端 に は 先 端 部 ２ ２ と か ら な る 。 先 端 部 ２ ２ は 、 燃 料 噴 射 装 置
（ 図 １ で は 、 燃 料 噴 射 弁 ） １ ０ ０ の 燃 料 入 口 部 （ 以 下 、 接 続 要 素 ） １ ０ １ の 接 続 対 象 １ ０
２ に 当 接 し 、 高 圧 シ ー ル 可 能 な も の で あ れ ば 、 い ず れ の も の で も よ い 。 こ の 先 端 部 ２ ２ と
袋 ナ ッ ト １ ０ は 、 燃 料 噴 射 弁 １ ０ ０ に 高 圧 燃 料 を 導 く た め の 継 手 構 造 を 構 成 す る 。 な お 、
先 端 部 ２ ２ と 袋 ナ ッ ト １ ０ の 継 手 構 造 に つ い て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
鋼 管 ２ １ は 、 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ ０ （ 詳 し く は 、 接 続 要 素 １ ０ １ ） 間 を 繋 ぐ 直 管 に 限 ら ず 、
接 続 要 素 １ ０ １ 間 の 配 置 に 応 じ て 曲 が っ た も の で も よ い 。 な お 、 燃 料 噴 射 弁 １ ０ ０ は 内 燃
機 関 の 各 気 筒 に 設 け ら れ て い る た め 、 そ れ ぞ れ の 気 筒 に 取 付 け ら れ る 燃 料 噴 射 弁 １ ０ ０ の
接 続 要 素 １ ０ １ の 位 置 と 、 高 圧 ポ ン プ １ ０ ０ の 接 続 要 素 （ 詳 し く は 、 燃 料 出 口 部 ） １ ０ １
の 位 置 と の 配 置 関 係 に 応 じ て 、 予 め 直 管 を 曲 げ 加 工 し た も の が 、 一 般 的 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 先 端 部 ２ ２ と 袋 ナ ッ ト １ ０ の 継 手 構 造 、 特 に 先 端 部 ２ ２ に 係 わ
る 構 造 に つ い て 、 以 下 図 １ お よ び 図 ２ に 従 っ て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の 高 圧 燃 料
噴 射 管 の 継 手 構 造 を 示 す 部 分 的 断 面 図 で あ っ て 、 図 ２ （ ａ ） は 接 続 対 象 に 螺 合 に よ っ て 連
結 す る 前 の 状 態 、 図 ２ （ ｂ ） は 接 続 対 象 に 螺 合 に よ っ て 連 結 し た 連 結 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
先 端 部 ２ ２ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 接 続 要 素 １ ０ １ の 内 部 に 形 成 さ れ た 接 続 対
象 （ 図 １ 、 図 ２ で は 、 円 錐 面 ） １ ０ ２ に 当 接 可 能 な 略 半 球 体 部 ２ ２ ａ と 、 袋 ナ ッ ト １ ０ 内
に 挿 通 さ れ 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 底 面 １ ０ ｃ と 係 合 可 能 な 係 止 部 ２ ２ ｂ と を 含 ん で 構 成 さ れ て

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-19541 A 2004.1.22



い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
略 半 球 体 部 ２ ２ ａ は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ と 接 続 要 素 １ ０ １ の 螺 合 に よ っ て 接 続 対 象 １ ０ ２ に 気
密 に 当 接 可 能 な 曲 面 を 有 す る も の で あ れ ば よ く 、 円 錐 面 状 の 接 続 対 象 １ ０ ２ に 当 接 可 能 な
略 球 面 に 限 ら ず 、 接 続 対 象 １ ０ ２ に 当 接 可 能 な 略 球 面 に 近 似 し た 曲 面 形 状 を 有 す る も の で
あ っ て も よ い 。 な お 、 略 半 球 体 部 ２ ２ ａ は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ に よ る 螺 合 前 に お い て 、 接 続 対
象 １ ０ ２ と 気 密 に 当 接 可 能 な 曲 面 形 状 を 有 し な く と も 、 そ の 螺 合 に よ る 締 付 軸 力 に よ っ て
変 形 す る こ と で 、 接 続 対 象 と 気 密 可 能 と な る 曲 面 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
係 止 部 ２ ２ ｂ は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 底 面 １ ０ ｃ と 係 合 可 能 な 略 球 面 ２ ２ ｂ ｃ を 有 し て い る 。
詳 し く は 、 略 球 面 を 備 え た 係 止 部 ２ ２ ｂ は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 底 面 １ ０ ｃ と 孔 １ ０ ｂ と で 形
成 さ れ る 稜 線 １ ０ ｂ ｃ に 接 触 す る こ と で 、 袋 ナ ッ ト １ ０ に 係 合 す る 。 す な わ ち 、 略 半 球 面
２ ２ ｂ ｃ と 稜 線 １ ０ ｂ ｃ の 線 接 触 に よ っ て 、 先 端 部 ２ ２ と 袋 ナ ッ ト １ ０ は 係 合 す る 。 そ の
結 果 、 先 端 部 ２ ２ の 中 心 軸 ２ ２ ｊ が 傾 い て い て も 、 そ の 傾 い た 略 半 球 面 ２ ２ ｂ ｃ は 、 略 半
球 面 で あ る の で 、 先 端 部 ２ ２ の 中 心 軸 ２ ２ ｊ の 傾 き を 維 持 し た ま ま 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 係 止
姿 勢 を 自 在 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 述 し た 継 手 構 造 を 備 え た 高 圧 燃 料 噴 射 管 １ の 組 付 方 法 を 以 下 図 ２ に 従 っ て 説 明 す る 。 図
２ （ ａ ） お よ び 図 ２ （ ｂ ） は 、 高 圧 燃 料 噴 射 管 １ の 両 端 に 設 け ら れ た 二 つ の 袋 ナ ッ ト の う
ち 、 他 方 を 高 圧 ポ ン プ １ ０ ０ の 接 続 要 素 １ ０ １ に 組 付 け 固 定 し た 後 、 一 方 の 袋 ナ ッ ト １ ０
を 燃 料 噴 射 弁 １ ０ ０ の 接 続 要 素 に 組 付 け る 過 程 を 示 す も の で あ る 。 な お 、 他 方 を 高 圧 ポ ン
プ １ ０ ０ の 接 続 要 素 １ ０ １ に ね じ 仮 り 組 み の 状 態 で 固 定 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も よ い 。
な お 、 図 ３ は 、 図 ２ の 本 実 施 形 態 の 継 手 構 造 と 比 較 す る 比 較 例 で あ っ て 、 従 来 の 継 手 構 造
を 示 す 模 式 的 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ （ ａ ） に 示 す 袋 ナ ッ ト １ ０ に よ る 螺 合 前 の 状 態 に お い て 、 燃 料 噴 射 装 置 （ 詳 し く は 、
燃 料 噴 射 弁 と 高 圧 ポ ン プ ） １ ０ ０ 間 の 配 置 位 置 に 応 じ て 予 め 曲 げ 加 工 さ れ た 鋼 管 ２ １ の 曲
げ 形 状 と 、 実 際 に 取 付 け る 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ ０ 間 の 配 置 位 置 に よ る 曲 げ 経 路 に ず れ が 生 じ
る 場 合 が あ る 。 そ の 結 果 、 本 実 施 形 態 で は 、 従 来 の 継 手 構 造 の 螺 合 前 の 状 態 （ 図 ３ （ ａ ）
参 照 ） と 同 様 に 、 先 端 部 ２ ２ の 中 心 軸 ２ ２ ｊ と 接 続 対 象 （ 詳 し く は 、 円 錐 面 ） １ ０ ２ の 中
心 軸 １ ０ ２ ｊ と で 軸 ず れ （ 図 ２ （ ａ ） に 示 す ず れ 角 α ） を 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 袋 ナ ッ ト １ ０ を 接 続 要 素 （ 詳 し く は 、 燃 料 入 口 部 ） １ ０ ２ を 螺 合 組 付 け す る と 、 図
２ （ ｂ ） の よ う に 、 袋 ナ ッ ト １ ０ と 先 端 部 ２ ２ は 、 係 止 部 ２ ２ ｂ の 略 球 面 ２ ２ ｂ ｃ と 稜 線
１ ０ ｂ ｃ の 線 接 触 に よ っ て 係 合 す る 。 こ の 結 果 、 先 端 部 ２ ２ の 中 心 軸 ２ ２ ｊ を 傾 け た 状 態
（ ず れ 角 α ） の ま ま に し て 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 係 止 姿 勢 を 自 在 に し つ つ 、 袋 ナ ッ ト １ ０ を 接
続 要 素 １ ０ １ に 螺 合 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 孔 １ ０ ｂ の 径 が 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 螺 合 の 際 に 許 容
さ れ る 袋 ナ ッ ト １ ０ の 傾 き （ 図 ３ （ ｂ ） の ず れ 角 β ） よ り 大 き い ず れ 角 α と な る 先 端 部 ２
２ つ ま り 鋼 管 ２ １ を 挿 通 可 能 な 径 を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 袋 ナ ッ ト １ ０ を 接 続 要 素 １ ０ １
に 螺 合 す る 際 、 従 来 の 継 手 構 造 の よ う に 鋼 管 ２ １ に 曲 げ 応 力 が 発 生 す る こ と を 防 止 で き る
。 な お 、 な お 許 容 さ れ る 袋 ナ ッ ト １ ０ の 傾 き と は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の ね じ 部 １ ０ ａ と 接 続 要
素 １ ０ １ の ね じ 部 １ ０ １ ａ の ね じ 嵌 合 に よ る ね じ 遊 び の 範 囲 で 生 じ る 傾 き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ こ で 、 従 来 構 造 の 継 手 構 造 で は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 係 止 部 ３ ２ ２ ｂ と 底 面 ３ １
０ ｃ が 略 面 接 触 す る 。 こ の た め 、 先 端 部 ３ ２ ２ の 中 心 軸 ３ ２ ２ ｊ を 傾 け た 状 態 （ ず れ 角 α
） の ま ま で 袋 ナ ッ ト ３ １ ０ を 接 続 要 素 １ ０ １ に 組 付 け よ う と す る と 、 袋 ナ ッ ト ３ １ ０ の 係
止 姿 勢 は 、 先 端 部 ３ ２ ２ （ 詳 し く は 、 座 金 部 ３ ２ ２ ｂ の 平 面 状 の 段 差 部 ） の 傾 き に 倣 っ て
、 先 端 部 ３ ２ ２ の 中 心 軸 ３ ２ ２ ｊ の 傾 き 方 向 と 略 同 じ に な る 。 こ こ ま ま 組 付 け を 続 け る に
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は 、 先 端 部 ３ ２ ２ の 中 心 軸 ３ ２ ２ ｊ を 傾 き （ ず れ 角 α ） を 修 正 す る よ う に 、 鋼 管 ３ ２ １ を
曲 げ な が ら 、 螺 合 さ せ る 必 要 が あ る 。 結 果 と し て 、 鋼 管 ３ ２ １ に は 、 中 心 軸 ３ ２ ２ ｊ の 傾
き （ ず れ 角 α ） の 修 正 に 伴 っ て 曲 げ 応 力 が 発 生 す る 。 ま た 、 鋼 管 ３ ２ １ の 曲 げ に よ っ て 修
正 さ れ た 先 端 部 ３ ２ ２ の 中 心 軸 ３ ２ ２ ｊ の 傾 き （ ず れ 角 α ） は 、 ね じ 遊 び 範 囲 内 の い ず れ
か の 傾 き （ ず れ 角 β ） と な る 。 そ の 結 果 、 袋 ナ ッ ト １ ０ は 、 ね じ 遊 び 範 囲 で 傾 い て 接 続 要
素 １ ０ １ に 螺 合 固 定 さ れ る 。 結 果 と し て 、 締 付 け に よ り 生 じ る 軸 力 の 方 向 と 、 接 続 対 象 の
円 錐 面 の 中 心 軸 と に ず れ （ 図 ３ （ ｂ ） の ず れ 角 β ） が 生 じ る 。 こ の た め 、 先 端 部 ３ ２ ２ と
円 錐 面 １ ０ ２ と が 接 触 す る シ ー ル 面 の 面 圧 が 周 方 向 に 沿 っ て 不 均 一 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 袋 ナ ッ ト １ ０ は 先 端 部 ２ ２ と の 係 止 姿 勢 を 自 在 に で き る
の で 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 上 記 ね じ 遊 び 範 囲 で 生 じ る 傾 き を 抑 え な が ら 、 袋 ナ ッ ト １ ０ を 接 続
要 素 １ ０ １ に 組 付 け る こ と が 容 易 に で き る 。 し た が っ て 、 先 端 部 ２ ２ の 中 心 軸 の 傾 き に 関
係 な く 、 係 止 部 ２ ２ ｂ の 略 球 面 の 形 状 に 沿 っ て 、 袋 ナ ッ ト １ ０ の 姿 勢 、 つ ま り 締 付 け に よ
り 生 じ る 軸 力 の 方 向 を 、 円 錐 面 １ ０ ２ の 中 心 軸 に ず れ な く 、 締 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。
そ の 結 果 、 先 端 部 ２ ２ と 円 錐 面 １ ０ ２ と が 接 触 す る シ ー ル 面 の 面 圧 を 均 一 に す る こ と が 可
能 で あ る 。 し た が っ て 、 高 圧 化 の た め シ ー ル 性 向 上 を 図 り た い 場 合 、 締 付 け に よ る 軸 力 の
ア ッ プ に よ っ て 効 率 的 に 面 圧 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 本 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 ２ ２ は 、 接 続 対 象 １ ０ ２ に 当 接 可 能 な 略 半 球 体 部 ２ ２ ａ と 、
袋 ナ ッ ト １ ０ 内 に 当 接 自 在 な 略 球 面 ２ ２ ｂ ｃ を 有 す る 係 止 部 ２ ２ ｂ と を 備 え る と し て 説 明
し た が 、 接 続 対 象 １ ０ ２ に 当 接 可 能 な 略 球 体 部 ２ ２ ａ と 、 こ の 略 球 体 部 ２ ２ ａ に 嵌 合 可 能
で 、 上 記 係 止 部 ２ ２ ｂ ｃ を 有 す る 座 金 部 を 備 え る 構 成 で あ っ て も よ い 。 前 者 で あ れ ば 、 略
半 球 体 部 ２ ２ ａ と 係 止 部 ２ ２ ｂ を 一 体 的 に 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 略 半 球 体 部 ２ ２
ａ の 球 面 と 係 止 部 ２ ２ ｂ の 略 球 面 ２ ２ ｂ ｃ を 同 一 寸 法 に す る こ と で 、 同 時 加 工 を 行 な っ て
、 製 造 工 程 の 短 縮 を 図 る こ と が 可 能 で あ る 。 後 者 で あ れ ば 、 略 球 体 部 ２ ２ ａ と 座 金 部 と は
別 体 に 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 接 続 対 象 １ ０ ２ に 接 触 す る シ ー ル 部 で あ る 略 半 球 体 部 ２
２ ａ と 、 袋 ナ ッ ト １ ０ と の 係 止 姿 勢 を 自 在 に す る 略 球 面 ２ ２ ｂ ｃ を 有 す る 座 金 部 と を 、 そ
れ ぞ れ の 機 能 に 応 じ た 別 部 材 で 、 そ の 機 能 に 合 せ た 加 工 方 法 で 製 造 す る こ と が 容 易 と な る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 の 構 成 を 表 す 部 分 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 の 継 手 構 造 を 示 す 部 分 的 断 面 図 で あ っ て 、 図 ２ （ ａ
） は 接 続 対 象 に 螺 合 に よ っ て 連 結 す る 前 の 状 態 、 図 ２ （ ｂ ） は 接 続 対 象 に 螺 合 に よ っ て 連
結 し た 連 結 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 高 圧 燃 料 噴 射 管 の 継 手 構 造 を 示 す 部 分 的 断 面 図 で あ っ て 、 図 ３ （ ａ ） は 接
続 対 象 に 螺 合 に よ っ て 連 結 す る 前 の 状 態 、 図 ３ （ ｂ ） は 接 続 対 象 に 螺 合 に よ っ て 連 結 し た
連 結 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 高 圧 燃 料 噴 射 管
１ ０ 　 袋 ナ ッ ト
１ ０ ａ 　 ね じ 部
１ ０ ｂ 　 孔
１ ０ ｃ 　 底 面
２ ０ 　 噴 射 鋼 管 （ 高 圧 パ イ プ ）
２ １ 　 鋼 管
２ ２ 　 先 端 部
２ ２ ａ 　 略 半 球 体 部
２ ２ ｂ 　 係 止 部
２ ２ ｂ ｃ 　 略 球 面
２ ２ ｊ 　 先 端 部 ２ ２ の 中 心 軸
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